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①男女共同参画について 

◆「男性は仕事、女性は家庭」という考え方について（報告書 P２４抜粋） 

 

 

 

 

 

 

◆各分野での男女平等について（報告書 P１０抜粋） 
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全体(N=868) 女性(N=477) 男性(N=351)

②仕事について 

◆女性が仕事を続けていくために必要なことについて（報告書 P６３抜粋） 

 

図 【性別】 女性が仕事を続けていくために必要なこと（３つ以内で複数回答） 
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男女がともに日常的に

家事・育児・介護を分担すること

女性が働くことに対し、家族や周囲の

理解があること

職場において育児や介護の休業を整備し、

男女問わず利用しやすい環境

（人員体制や職場風土など）にすること

育児や介護のための施設やサービスを

充実させること

男女間の賃金格差をなくすこと

パートタイマーや派遣労働者の

労働条件を改善すること

男女問わず長時間労働を是正すること

在宅勤務やフレックスタイム制度を

設けること

育児や介護で退職した社員を再雇用する

制度を設けること

女性にもやりがいのある仕事を任せること

その他

特に条件整備の必要はない
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「仕事」を優先したい

「家庭生活」を優先したい

「地域・個人の生活」を優先したい

「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先したい

わからない

無回答
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③ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について 

◆生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域、個人の生活」の優先度について（全体）（報告書 P７０抜粋） 

図 生活の中での「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」の優先度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域、個人の生活」の優先度について（男女別）（報告書 P７１抜粋）  

３７．１％ 

６２．３％  
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全体(N=868) 女性(N=477) 男性(N=351)
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男性も育児や介護の休業を取得しやすい

環境にすること

男性が家事などに参加することに対する

男性自身の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間のコミュニケーションを増やすこと

社会の中で、男性による家事・子育て・介護、

地域活動についての評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度を普及することで、仕事

以外の時間をより多く持てるようにすること

周りの人が、夫婦の役割分担などについての

当事者の考え方を尊重すること

子育てや介護を行っていくうえでの

仲間がいること

その他

特に必要なことはない

◆男性の積極的家庭生活参加のために必要なことについて（報告書 P９６抜粋） 

図 【性別】男性の積極的家庭生活参加のために必要なこと（３つ以内で複数回答） 
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④男女間の暴力やハラスメントなどについて 

◆過去５年間に DV を受けた経験について（報告書 P１１４抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「過去５年間で DV を受けたことがある」「現在も DV を受けることがある」と回答した方が、 

DV を受けたときどのように行動したかについて（報告書 P１１６抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

◆セクシャリティを理由とした問題に対する必要な支援（報告書 P１１９抜粋） 
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全体(N=868) 女性(N=477) 男性(N=351)
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草津警察署

市民相談室（草津市役所）

家庭児童相談室（草津市役所）

草津市男女共同参画センター相談窓口

滋賀県立男女共同参画センター

（Ｇ－ＮＥＴしが）

配偶者暴力相談支援センター

犯罪被害者総合窓口

（公益社団法人おうみ犯罪被害者支援センター）

◆相談機関の認知度について（報告書 P１２１抜粋） 

 

図 【性別】相談機関の認知（複数選択） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和元年度調査 

１５．８％ 
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⑤市の施策・男女共同参画センターについて 

◆男女共同参画センターに期待する機能について（報告書 P１２１抜粋） 

 


